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改訂：March 31, 2015,

Cisco UCS Director リリース 5.2
Cisco UCS Directorは、サポート対象のコンピューティング、ネットワーク、ストレージ、仮想化プラットフォーム、
および Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）と Cisco Nexusプラットフォームに基づいた業界をリードするコン
バージドインフラストラクチャソリューションに対し、統一され安全性に優れた管理を提供します。CiscoUCSDirector
は、Cisco UCSを通じてコンピューティング層およびネットワーク層の統合を拡張し、コンピューティング、ネット
ワーク、ストレージおよび仮想化に対する包括的な可視性と管理機能をデータセンター管理者に提供します。詳細に

ついては、Cisco.comで Cisco UCS Directorを参照してください。

システム要件

Cisco UCS Director installation and upgrade guidesに、このリリースの以下に関するシステム要件が記載されています。

• VMware vSphere

• Microsoft Hyper-V

サポートするブラウザバージョン

Cisco UCS Directorは、以下のブラウザをサポートしています。これらのブラウザには、Adobe Flash Player 11プラグイ
ンが必要です。

• Internet Explorer 8以降

• Google Chrome 4.1以降

• Firefox 3.5以降

• Safari 4.0以降（Apple MacまたはMicrosoft Windowsの場合）

いずれのブラウザにしても Adobe Flash Playerプラグインバージョン 11以降がインストールされている必要がありま
す。

インストールおよびアップグレードに関する注意事項

Cisco UCS Directorは、VMwareには OVF形式、Microsoft Hyper-Vには VHD形式で提供される標準の仮想マシンを使
用します。 Cisco UCS Directorは VMware vSphereまたは vCenter、あるいはMicrosoft Hyper-V Managerでホストできま
す。インストール手順については、該当するCisco UCS Director installation and upgrade guideを参照してください。
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アップグレードパッチを適用して、そのインストールを完了した後、ShellAdminの [Start
Services]オプションを選択し、Cisco UCS Directorサービスを開始/再開して、パッチプロセス
を完了します。サービスが開始し、Cisco UCS Directorが使用可能になり、ログイン画面が表
示され、管理ユーザが UCSDにログインできるまで、パッチプロセスは完了または成功しま
せん。

追加パッチの適用、データベースのバックアップ、バックアップからのデータベース復元な

ど、すべての Cisco UCS Directorサービスは他の ShellAdminプロシージャを実行する前に停止
する必要があります。

（注）

Cisco UCS Directorでサポートされるアップグレードパス
Cisco UCS Directorリリース 5.2へのアップグレードパスは、ご使用中の Cisco UCS Directorのバージョンにより異なり
ます。 Cisco UCS Directorリリース 5.2でサポートされるアップグレードパスは、以下のとおりです。

Cisco UCS Directorの前のリリースへのアップグレード方法については、該当するリリースのインストールとアップグ
レードのマニュアルを参照してください。たとえば、リリース3.xからアップグレードする必要がある場合は、最初に
リリース 4.0にアップグレードしてから、リリース 4.0のアップグレードパスに従う必要があります。

アップグレードパス直接アップグレードのサポート現在のリリース

4.0 > 4.1 > 5.1 > 5.2Noリリース 4.0.x.x

4.1 > 5.1 > 5.2Noリリース 4.1.x.x

5.0 > 5.2Yesリリース 5.0.x.x

5.1 > 5.2Yesリリース 5.1.x.x

Baremetal Agentでサポートされるアップグレードパス
Cisco UCS Director Baremetal Agent（Baremetal Agent）リリース 5.2へのアップグレードパスは、ご使用中の Baremetal
Agentのバージョンによって異なります。

BaremetalAgentの以前のリリースへのアップグレード方法についての詳細は、該当するリリースのインストールとアッ
プグレードのマニュアルを参照してください。たとえば、リリース3.xからアップグレードする必要がある場合は、最
初にリリース 4.0にアップグレードしてから、リリース 4.0のアップグレードパスに従う必要があります。

アップグレードパス直接アップグレードのサポート現在のリリース

4.0 > 5.0 > 5.2Noリリース 4.0.x.x

4.1 > 5.0 > 5.2Noリリース 4.1.x.x
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アップグレードパス直接アップグレードのサポート現在のリリース

5.0 > 5.2Yesリリース 5.0.x.x

Baremetal Agentにリリース 5.1はありません。 Cisco UCS Directorリリース 5.1を使用している
場合は、システムに Baremetal Agentリリース 5.0が含まれています。

（注）

新機能および変更された機能

ここでは、このリリースの重要な新機能および変更された機能の概要について説明します。ここでは、このリリース

に含まれるすべての拡張機能を網羅して挙げることはしません。

このリリースの Cisco UCS Directorでサポートされる物理および仮想デバイスならびにソフト
ウェアについては、このリリースの互換性マトリクスを参照してください。

（注）

ガイド付きセットアップウィザード

Cisco UCS Directorには、特定の機能の設定をガイドするウィザードが含まれています。

新しいウィザード

• Baremetal Agent Setup：このウィザードでは、ベアメタルエージェントアカウント（PXEインターフェイス
および DHCPを含む）を追加して設定できます。

• Vblock Pod Configuration：このウィザードでは、Vblockアカウントを検出し、ポッドに割り当てることがで
きます。

• VSPEX Pod Configuration：このウィザードでは、VSPEXアカウントを検出し、ポッドに割り当てることが
できます。

変更されたウィザード

• DeviceDiscovery：このウィザードでは、追加のサポート対象デバイスを検出し、ポッドに割り当てることが
できるようになりました。

• vDCCreation：このウィザードでは、Hyper-Vクラウドおよび vCenterクラウドにVMを正常にプロビジョニ
ングするために必要なポリシーを設定できるようになりました。

ワークフローからのウィザードの作成

有効なワークフローからウィザードを作成できるようになりました。
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Cisco UCS Mini のサポート

Cisco UCS Managerアカウントを使用して、Cisco UCS Miniのインベントリ作成、管理、設定を行えるようになりまし
た。この機能がサポートされるのは、Cisco UCSManagerリリース 3.0など、Cisco UCSMiniをサポートしている Cisco
UCS Managerリリースのみです。

詳細については、『Cisco UCS Director Management Guide for Cisco UCS Manager, Release 5.2』を参照してください。

Cisco UCS C シリーズおよび E シリーズラックサーバのサポート

ラックアカウントを使用して、Cisco UCS Cシリーズおよび Eシリーズラックサーバのインベントリ作成、管理、設
定を行えるようになりました。このサポートには次のサーバが含まれます。

• Cisco UCS CシリーズM3およびM4サーバ

• Cisco UCS EシリーズM1およびM2サーバ

以下の機能がサポートされます。

•ハードウェアのヘルスステータス（モニタリング）

•サーバハードウェアのインベントリ

• vKVMランチャによるサーバ管理

•ファームウェアのインベントリおよび管理

• Call Home（重大な障害の電子メールアラート）

•プラットフォームのグループ化およびタギング

•グループの検出

新しい Cシリーズおよび Eシリーズサーバを追加する際には、ラックアカウントを使用する
ことを推奨します。 Ciscoラックサーバ（CIMC）アカウントを使用したラックサーバ管理の
サポートは、将来のリリースで廃止される予定です。

（注）

Cisco Nexus 1000V for Microsoft Hyper-V のサポート

Cisco Nexus 1000V for Microsoft Hyper-Vのサポートにより、Microsoft System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）
SP1ネットワークオブジェクトモデルに基づいて以下の新しいオブジェクトを設定および編集し、それらのオブジェ
クトを SCVMMに公開することができます。

•論理ネットワーク

•ネットワークセグメントプール

• IPプールテンプレート

•ネットワークセグメント

•ネットワークアップリンク
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•継承ポートプロファイル

詳細については、『Cisco UCS Director Network Devices Management Guide, Release 5.2』を参照してください。

VM の自動終了 E メールテンプレートの変更

VMの自動終了 Eメールテンプレートは、Cisco UCS Director 5.2リリースで変更されています。そのため、Cisco UCS
Director 5.2にアップグレードした後に、次の手順を実行する必要があります。

1 このテンプレートに変更を加えた場合は、変更内容をバックアップします。テンプレートの変更を行わなかった場

合、ステップ 2に進みます。

2 このテンプレートの [Edit Email Templates]ページで、[Reset to Default Body]チェックボックスをオンにします。

3 バックアップバージョンから、変更を Eメールテンプレートに再適用します。

Cisco UCSDirector 5.1からバージョン 5.1.0.1以上にアップグレードする際には、これらの手順
に従う必要があります。

重要

Microsoft Hyper-V サポートの機能拡張

Microsoft Hyper-Vサポートの機能拡張および SCVMMとの統合には、次が含まれています。

• VLANベース、プライベートVLANベース、およびネットワーク仮想化ベースのネットワークモデルのサポート

• VMネットワーク、ホストネットワーク、およびクラスタネットワークのトポロジビュー

•ホストクラスタおよびホストグループのインベントリ

•指定された条件に基づいて Hyper-Vホストでのワークフローをトリガーして実行

•展開ポリシー、ストレージポリシー、およびネットワークポリシーの機能拡張

•ホスト、クラスタ、VM、およびホストグループのパフォーマンスデータ

• SCVMMの Cloudsenseレポート

詳細については、『Cisco UCS Director Integration Guide for Microsoft System Center Virtual Machine Manager, Release 5.2』
を参照してください。

シスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャサポートの機能拡張

シスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャサポートの機能拡張には、次が含まれています。

• L3ドメインの作成機能

• APICファイアウォールポリシー

• NetScaler 1000vのサポート（DVSサポートのみ）

• VPCのサポート
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• AVSのサポート

• VPXに AVSサポートを追加

• ASAvに AVSサポートを追加

• ASAv VM展開ポリシー

•クラスタまたは複数のホストへのテナントオンボーディングのサポート

詳細については、『Cisco UCS Director APIC Management Guide, Release 5.2』を参照してください。

リソースグループの機能拡張

リソースグループの機能拡張には、次のサポートが含まれています。

• EMC VNX

•クラスタ

•複数ホスト

詳細については、『Cisco UCS Director APIC Management Guide, Release 5.2』を参照してください。

Cisco UCS Director Baremetal Agentの機能拡張

Cisco UCS Director Baremetal Agentの機能拡張には、次が含まれています。

•ベアメタルエージェントアカウントを追加及び設定するためのBaremetalAgentガイド付きセットアップウィザー
ド

• OVF展開時に、1つまたは 2つの NICを設定する機能

• Baremetal Agentアカウントのすべての PXEサービス要求を表示するビュー

• OSイメージストレージの NFSマウントポイントのサポート

• Baremetal Agentアカウントのすべての OSイメージプロビジョニングを表示するビュー

• Cisco UCS Directorから Baremetal Agentアカウントのログ（アカウントログおよび DHCPログを含む）を使用で
きるようになりました。

詳細については、『Cisco UCS Director Baremetal Agent Installation and Configuration Guide, Release 5.2』を参照してくだ
さい。

Cisco Unified Fabric Automation サポートの機能拡張

Cisco Unified Fabric Automationリリース 2.0（旧称 Cisco Dynamic Fabric Automation）のサポートが使用可能になりまし
た。

詳細については、『Cisco UCS Director Unified Fabric Automation Management Guide, Release 5.2』を参照してください。

EMC RecoverPoint サポートの機能拡張

EMC RecoverPointサポートの機能拡張には、次が含まれています。
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•非同期レプリケーションモードのサポート

•グループセットのサポート

•グループポリシー、コピーポリシー、ジャーナルポリシー、およびリンクポリシーを設定、更新するための新
しいタスクとアクション

•以下をサポートするために、既存のタスクとアクションが更新されています。

◦コンシステンシグループの作成タスクおよびアクションで、コンシステンシグループの作成時に、グループ
ポリシー設定、コンシステンシグループのプロダクションコピーの作成、およびそのプロダクションコピー

のジャーナルポリシーのコピーをサポートするようになりました。

◦コンシステンシグループコピーの作成タスクおよびアクションで、コンシステンシグループコピーの作成
時に、ポリシー設定のコピーをサポートするようになりました。

◦リンクの追加タスクおよびアクションで、2つのコンシステンシグループ間のリンクを追加する時に、ポリ
シー設定のリンクをサポートするようになりました。

Cisco UCS Director REST API の機能拡張

REST APIの機能拡張には、次の APIの追加または改善が含まれています。

•特定のワークフローの入力タイプに応じた値の取得

•ユーザアカウント

•グループ

•レポート

•サービスコンテナ

• APICコンテナ

•アプリケーションコンテナ

•ワークフローの操作

•スクリプトの操作

詳細については、『Cisco UCS Director REST Developer Guide, Release 5.2』を参照してください。

マネージドサービスプロバイダサポートの機能拡張

マネージドサービスプロバイダ（MSP）サポートの機能拡張には、次が含まれています。

• MSPのブランディング

• MSP組織およびコンテナレベルでのリソース制限

• MSPのグループ共有ポリシーの作成機能

詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide, Release 5.2』を参照してください。
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Cisco UCS Directorのその他の機能拡張

Cisco UCS Directorのその他の機能拡張には、次の改善が含まれています。

• LDAP統合

• Eメールテンプレート

•アイコンサポート

•承認要求のリマインダおよびリマインダ間隔

•カタログ

•カタログ項目の展開の評価

• VM所有権

•チャージ頻度

詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide, Release 5.2』を参照してください。

未解決のバグおよび解決されたバグ

このリリースで未解決のバグおよび解決されたバグには、Cisco Bug Search Toolを使用してアクセスできます。この
Webベースツールから、この製品やその他のシスコハードウェアおよびソフトウェア製品でのバグと脆弱性に関する
情報を保守する Ciscoバグ追跡システムにアクセスできます。

Cisco Bug Search Toolにログインしてこのツールを使用するには、Cisco.comアカウントが必要
です。アカウントがない場合は、アカウントを登録できます。

（注）

Cisco Bug Search Toolの詳細については、Bug Search Tool Help & FAQを参照してください。

このリリースで未解決のバグ

Cisco Bug Search Toolで未解決のバグを検索すると、このリリースで未解決のすべてのバグを確認できます。

検索結果には、未解決のバグの回避策（存在する場合）も含まれます。

このリリースで解決されたバグ

Cisco Bug Search Toolで修正されたバグを検索すると、このリリースで解決されたすべてのバグを確認できます。

このリリースでのワークフロータスクの変更

以下に、このリリースでのワークフロータスクの変更と、その変更による既存のワークフローへの影響（該当する場

合）を説明します。
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問題の回避策変更による問題/エラーコンポーネントワークフロータスク

タスクに
ApicVlanPoolAllocationMode
タイプの入力フィールドを

追加します。

ユーザ入力フィールド

[Allocation Mode]（必須）
のバインディングが変更さ

れた

ネットワーキングVLANプールの作成

既存のタスクを削除し、

EPGへのサブネットの削除
タスクをワークフローに追

加します。

EPGへのサブネットの削除
タスクが存在しなくなった

ネットワーキングEPGへのサブネットの削除

既存のタスクを削除し、外

部ブリッジ型ネットワーク

からノードプロファイルを

削除タスクをワークフロー

に追加します。

外部ブリッジ型ネットワー

クからノードプロファイル

を削除タスクが存在しなく

なった

ネットワーキング外部ブリッジ型ネットワー

クからノードプロファイル

を削除

タスクに

ASAInsideInterfaceIdentityタ
イプの入力フィールドを追

加します。

ユーザ入力フィールド

[Interface Name]（必須）の
バインディングが変更され

た

ネットワーキングコンテキストインターフェ

イスの設定

タスクに
NATSourceOrDestinationIdentity
タイプの入力フィールドを

追加します。

ユーザ入力フィールド[Real
Source]（必須）のバイン
ディングが変更された

ネットワーキングNATの設定

タスクに

ASAInsideInterfaceIdentityタ
イプの入力フィールドを追

加します。

ユーザ入力フィールド

[Interface Name]（必須）の
バインディングが変更され

た

ネットワーキングコンテキスト ACLの設定

タスクに

ASAInsideInterfaceIdentityタ
イプの入力フィールドを追

加します。

ユーザ入力フィールド
[Physical Interface Name]
（必須）のバインディング

が変更された

ネットワーキングサブインターフェイスの設

定

タスクに
NATDeviceProtocolIdentity
タイプの入力フィールドを

追加します。

ユーザ入力フィールド

[Protocol]のバインディング
が変更された

ネットワーキングコンテキスト NATの設定
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問題の回避策変更による問題/エラーコンポーネントワークフロータスク

以下のタイプの入力フィー

ルドをタスクに追加しま

す。

•内部インターフェイス
には
ASAInsideInterfaceIdentity

•外部インターフェイス
名には
ASAInterfaceIdentity

ユーザ入力フィールド

[Inside Interfaces]のバイン
ディングが変更された

ユーザ入力フィールド

[Outside Interfaces]のバイン
ディングが変更された

ネットワーキングセキュリティコンテキスト

の作成

タスクを編集し、以下の

ユーザレベルの入力マッピ

ング/タスクレベルの入力
の値を指定してから、タス

クを実行します。

• [Extension]フィールド
（HyperV仮想拡張
ID）の入力を提供しま
す。このフィールド

は、Hyper-V論理ス
イッチのNexus 1000V
の作成をサポートしま

す。

• [HyperVCloud]フィー
ルド（HyperVアカウ
ントセレクタ）を入

力します。この

フィールドタイプ

は、汎用テキストから

アカウントセレクタ

に変更されました。

リリース 5.2にアップグ
レードすると、[Extension]
という新しい必須フィール

ドがタスクに追加され、

アップリンクポートプロ

ファイルの論理スイッチの

作成バインディングが削除

される。したがって、以前

のリリースで作成したワー

クフローでこのタスクを実

行すると、タスクがバイン

ディングエラーで失敗す

る。

Hyper-V論理スイッチの作成

このリリースで非推奨となった API
次の APIは、このリリースで非推奨となりました。

• userAPISubmitServiceRequest

• userAPISubmitServiceRequestCustom
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• userAPICheckFunds

• HYPERV_VM_PROVISION

関連資料

リリースノートに加え、Cisco.comの次の場所で、Cisco UCS Directorリリース 5.2に関する資料を参照できます。

• Cisco UCS Director 5.2の資料、ダウンロード、サポートページ

• Cisco UCS Directorドキュメントロードマップ

• Cisco UCS Director製品概要ページ

• Cisco DevNetの Cisco UCS Director

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集の詳細については、
『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。このドキュメントは、http://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What'sNew inCiscoProductDocumentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧を、RSSフィー
ドとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コンテンツをデスクトップに配信することも

できます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version
of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコお

よびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証

をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、

間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものと

します。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意

図的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: http://
www.cisco.com/go/trademarks. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a partnership
relationship between Cisco and any other company. (1110R)

© 2014-2015 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks
http://www.cisco.com/go/trademarks


【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。
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